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①�

移
動
支
援
の
ニ
ー
ズ
お
よ
び
法
制
度
の
動
向

　

買
い
物
な
ど
、
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
移

動
が
ま
ま
な
ら
な
い
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
。

要
因
の
ひ
と
つ
は
、
便
利
で
快
適
な
マ
イ

カ
ー
の
所
有
が
広
が
っ
た
こ
と
。
路
線
バ
ス

は
撤
退
し
、
駅
前
の
商
店
街
は
衰
退
し
、
郊

外
に
大
規
模
な
店
舗
が
増
え
て
い
っ
た
。
加

え
て
、
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
の
進
行
が
あ

る
。
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
は
増
加
し
て
い
る
が
、
近
所
の
助

け
合
い
機
能
は
低
下
し
て
お
り
、
高
齢
者
が

独
力
で
移
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
は
増

え
て
い
る
。
高
齢
者
は
体
力
に
も
限
界
が
あ

り
、
駅
や
バ
ス
停
ま
で
休
ま
ず
に
歩
け
る
距

離
は
限
ら
れ
て
い
る
。
坂
道
や
荷
物
が
あ
れ

ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
高
齢
者
間
に
も
経
済

格
差
は
進
行
し
て
お
り
、
買
物
等
に
常
時
タ

ク
シ
ー
を
使
え
る
人
は
そ
う
多
く
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
」（
以
下
、
総
合
事
業
）

に
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
D
（
移
動
支
援
）（
以

下
、
訪
問
D
）
が
例
示
さ
れ
、
市
町
村
の
判

断
で
補
助
金
等
を
支
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
要
支
援
者
は
外
出
の
意
欲
も
高
く
、
外

出
し
て
交
流
す
る
こ
と
は
介
護
の
重
度
化
を

予
防
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
担
い
手
の
発

掘
や
、
道
路
運
送
法
と
訪
問
D
の
関
係
が
難

し
く
、
な
か
な
か
広
が
っ
て
い
な
い
。
表
1

は
、
総
合
事
業
に
関
わ
る
移
動
支
援
を
実
施

中
の
市
町
村
で
あ
る
。
ヨ
コ
軸
が
道
路
運
送

法
に
か
か
わ
る
許
可
・
登
録
等
の
形
態
、
タ

テ
軸
が
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
類
型
で
あ
る
。

②�

新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
お
け
る
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
D
な
ど

　

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
一
類
型
で
あ
る
訪
問

D
の
内
容
は
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
と
一
体
的
に
行
わ
れ
る
移
動
支
援

や
移
送
前
後
の
生
活
支
援
で
あ
り
、
対
象
者

と
考
え
方
・
実
施
方
法
等
は
訪
問
B
に
準
じ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
訪

問
D
は
2
種
類
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

ケ
ー
ス
1
は
、
買
い
物
や
通
院
等
の
支
援
で
、

乗
車
時
や
降
車
時
の
付
き
添
い
や
見
守
り
を

必
要
に
応
じ
て
行
う
。
補
助
金
は
、
サ
ー
ビ

ス
調
整
の
人
件
費
、
事
務
所
費
、
通
信
費
等

の
間
接
経
費
の
み
が
対
象
で
あ
り
、
車
両
等

へ
の
補
助
は
（
介
護
保
険
財
政
か
ら
は
）
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

ケ
ー
ス
2
は
、通
所
B
や
一
般
介
護
予
防
事

業
に
よ
る
通
い
の
場
の
送
迎
を
、
サ
ロ
ン
の
実

施
主
体
と
は
別
の
主
体
が
実
施
す
る
場
合
で

あ
る
。こ
ち
ら
の
補
助
金
は
間
接
経
費
の
ほ
か
、

ガ
ソ
リ
ン
代
等
送
迎
に
か
か
る
実
費
や
車
両

購
入
費
等
で
あ
り
、
具
体
的
な
対
象
経
費
は

市
町
村
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。ケ
ー
ス

1
・
2
と
も
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
と
づ

い
て
利
用
さ
れ
る
。
運
営
費
の
補
助
は
こ
う

し
た
サ
ー
ビ
ス
が
含
ま
れ
れ
ば
可
能
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
実
施
主
体
に
よ
る
利
用
者
の

範
囲
や
活
動
内
容
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。

③�

道
路
運
送
法
と
の
関
係（
登
録
、許
可
、登

録
・
許
可
不
要
）

　

助
け
あ
い
に
よ
る
移
動
支
援
を
行
う
と
き
、

ネ
ッ
ク
に
な
る
の
が
道
路
運
送
法
で
あ
る
。

同
法
第
4
条
の
「
許
可
」（
緑
ナ
ン
バ
ー
）
は

タ
ク
シ
ー
事
業
で
、
誰
で
も
乗
車
で
き
る
。

最
近
は
福
祉
輸
送
事
業
限
定
許
可
（
介
護
タ

ク
シ
ー
）
や
、
限
定
許
可
の
ス
タ
ッ
フ
等
が

介
助
・
運
転
す
る
「
ぶ
ら
さ
が
り
許
可
」（
白

ナ
ン
バ
ー
）
も
活
躍
し
て
い
る
。

　

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
（
白
ナ
ン
バ
ー
）
は
、

市
町
村
運
営
有
償
、福
祉
有
償
、公
共
交
通
空

白
地
有
償
の
3
種
類
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
利

用
者
か
ら
運
賃
を
収
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

全
国
的
に
は
福
祉
有
償
運
送
が
広
く
行
わ

れ
て
い
る
が
、
登
録
に
は
自
治
体
が
設
置
す

る「
運
営
協
議
会
」で
の
合
意
が
必
要
で
、
未

設
置
市
町
村
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

　

実
施
中
の
事
例
は
、「
登
録
・
許
可
不
要
の

形
態
」
が
多
い
（
表
1
）。
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
が
道
路
運
送
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
平

成
18
年
に
、
事
務
連
絡
「
道
路
運
送
法
に
お

け
る
登
録
又
は
許
可
を
要
し
な
い
運
送
の
態

様
に
つ
い
て
」
が
運
輸
局
長
宛
に
発
出
さ
れ

た
。
登
録
等
の
要
不
要
の
判
断
基
準
と
し
て

今
日
ま
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。
内
容
を
簡
単

に
示
す
と
表
2
の
よ
う
に
な
る
。

　

訪
問
D
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
⑶
、

知っておきたい
住民主体の
移動支援

特　集

　地域の助け合い活動のひとつに、日常
生活上の移動が困難な高齢者や障害者等
に対する移動支援がある。現在、その
ニーズも増加・多様化するとともに、地
域の助け合い活動の取り組みとして広が
りをみせている。一方、道路運送法との
関係や、「介護予防・日常生活支援総合事
業」における訪問型サービス Dの創設等、
現行制度の仕組みが複雑でわかりにくい
現状もある。
　本特集は、複雑化している制度の動向
およびサービスの仕組みについて、NPO
法人全国移動サービスネットワークに解
説していただくとともに、具体的な方法・
成果等について実践事例を紹介する。

制
度
の
動
向
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
に
つ
い
て

N
P
O
法
人
全
国
移
動
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

表1　総合事業の類型と道路運送法の類型（全国移動ネット作成、平成29年11月現在）
道路運送法の類型

登録・許可不要

登録 許可
総合事業の類型

（3）
ガソリン代実費・
有料道路・駐車料のみ

（4）‒2
サロン送迎
（自家輸送）

（4）‒3
家事身辺援助等
サービス一体型

訪問型サービス B 松戸市、吉見町、天童市
訪問型サービス D
（ケース 1）

米原市 黒滝村、流山市 取手市、
美郷町 さつま町

訪問型サービス D
（ケース 2）

鶴岡市

秦野市、網走市、
長沼町、飯綱町、
加東市、防府市、
太子町

和光市 川島町

一般介護予防事業 神栖市、高根沢町 国東市
その他 岩沼市（通所 A）
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⑷
－
1
、
⑷
－
2
、
⑷
－
3
が
あ
る
。
⑶
の
ガ

ソ
リ
ン
代
の
算
出
は
、
出
庫
か
ら
利
用
者
降

車
後
の
車
庫
ま
で
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
毎
回

計
算
す
る
の
は
合
理
的
で
な
い
た
め
、自
治
体

の
職
員
旅
費
条
例
等
を
用
い
て
定
額
制
も
可

能
と
す
べ
き
等
の
指
摘
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

⑷
－
1
は
、
市
町
村
の
事
業
と
し
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
委
託
実
施
し
て
い
る
例

で
あ
る
。
⑷
－
2
の
自
家
輸
送
は
、
ホ
テ
ル

や
ゴ
ル
フ
場
等
の
送
迎
バ
ス
の
よ
う
に
、
本

来
事
業
が
あ
り
、
送
迎
を
利
用
す
る
・
し
な

い
に
係
わ
ら
ず
料
金
が
一
律
の
場
合
を
指
す
。

こ
の
形
態
で
サ
ロ
ン
送
迎
を
実
施
中
の
事
例

は
た
く
さ
ん
あ
る
（
表
1
）。
⑷
－
3
は
、
訪

問
B
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
メ
イ
ン
に
あ
り
、

そ
れ
に
付
随
し
て
通
院
や
買
い
物
に
車
両
で

送
迎
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

④�

社
会
福
祉
法
人
の
公
益
活
動
と
し
て
の

移
動
支
援

　

高
齢
者
の
移
動
・
外
出
支
援
の
新
た
な
ツ
ー

ル
と
し
て
注
目
さ
れ
、
急
速
に
増
加
し
て
い
る

の
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
空
車
両
を
活
用
し

た
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
買
い
物
支
援
や
サ

ロ
ン
送
迎
で
あ
る
。社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革

の
一
環
と
し
て
、
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
に

対
し
て
公
益
的
な
取
組
み
を
実
施
す
る
責
務

が
加
わ
っ
た
（
社
会
生
活
上
支
援
を
要
す
る
者

に
対
す
る
無
料
又
は
低
額
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）。

⑤�「
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
関
す
る

検
討
会
」（
国
土
交
通
省
）

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
重
大
事
故
は
社
会
問

題
に
な
っ
て
お
り
、
国
土
交
通
省
は
対
策
の

一
環
と
し
て
、
平
成
29
年
3
月
に
「
高
齢
者

の
移
動
手
段
の
確
保
に
関
す
る
検
討
会
」
を

設
置
し
た
。
検
討
会
で
は
、
地
域
の
助
け
あ

い
の
中
で
移
動
手
段
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

も
課
題
と
な
っ
た
。
6
月
末
に
「
中
間
と
り

ま
と
め
」
が
公
表
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
ま

ず
、
福
祉
行
政
と
運
輸
行
政
の
連
携
を
自
治

体
に
お
い
て
も
強
化
す
る
通
知
も
発
出
さ
れ

て
い
る
。
縦
割
り
を
排
し
て
、
相
互
理
解
を

ぜ
ひ
と
も
促
進
し
て
ほ
し
い
。
し
か
し
、
重

要
な
の
は
交
通
部
署
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
（
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
）
等
と
異
な
り
、
福
祉
は
困
難
を
抱

え
る
一
人
ひ
と
り
の
生
活
課
題
を
解
決
で
き

る
か
が
評
価
の
軸
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

こ
を
間
違
え
て
は
な
ら
な
い
。

　

前
述
の
登
録
不
要
の
事
務
連
絡
に
つ
い
て

も
一
定
の
整
理
が
進
行
し
て
い
る
。
国
土
交

通
省
は
8
月
25
日
の
通
知
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
対
し
、
車
両
の
購
入
費
や
維
持
管

理
経
費
（
駐
車
場
代
、
保
険
料
、
車
検
代
、
自

動
車
税
、
消
耗
品
代
を
含
む
）
の
全
部
や
一

部
を
市
町
村
が
補
助
す
る
場
合
、
道
路
運
送

法
上
の
許
可
や
登
録
は
不
要
と
い
う
判
断
を

初
め
て
示
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
か
ら
は
訪
問
D
の
実
施
主
体

が
要
支
援
者
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者
以

外
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
の
補
助

（
助
成
）の
方
法
に
つ
い
て
、改
め
て
通
知
が
発

出
さ
れ
、要
支
援
者
数
と
そ
の
他
の
者
の
人
数

で
按
分
す
る
等
、
合
理
的
な
方
法
で
総
合
事

業
の
対
象
を
確
定
す
る
こ
と
で
、
運
営
費
補

助
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
互
助
に
よ
る
輸
送
モ
デ
ル
」
を
広

く
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
平
成
29

年
9
月
29
日
に
厚
生
労
働
省
か
ら
通
知
が
出

て
い
る
。

※�

通
知
等
は
、
全
国
移
動
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
済
み

　
（http://w

w
w
.zenkoku-ido.net/

）。

⑥�

移
動
支
援
を
創
出
・
実
施
す
る
と
き
の

ポ
イ
ン
ト

1
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

　

誰
が
何
に
困
っ
て
い
る
か
を
、市
町
村
と
住

民
が
具
体
的
に
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
住
民
主
体
の
移
動
支
援
で
は
、
困
っ
て
い

る
人
と
と
も
に
サ
ー
ビ
ス
を
具
体
化
す
る
こ

と
が
検
討
の
第
一
歩
に
な
る
。
低
栄
養
や
閉
じ

こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
等
か
ら
の
、
ま
だ
発

信
さ
れ
て
い
な
い
ニ
ー
ズ
に
も
着
目
し
た
い
。

2
担
い
手
の
確
保

　

福
祉
有
償
運
送
等
既
存
の
移
動
N
P
O
は

手
い
っ
ぱ
い
の
と
こ
ろ
が
多
く
、
現
体
制
の

ま
ま
担
い
手
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
出
て
い
る
。
担
い
手
の

す
そ
野
を
広
げ
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。

新
た
な
人
材
の
発
掘
・
育
成
は
市
町
村
や
社

協
主
催
の
学
習
会
・
養
成
講
座
等
が
有
効
で

あ
る
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
等
、
複
数
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
少
し
ず
つ
力
を
出
し
合
っ
て
い
る

事
例
が
増
え
て
い
る
。
な
る
べ
く
多
く
の
主

体
の
参
加
を
得
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

3
交
通
事
故
の
対
応
な
ど

　

サ
ー
ビ
ス
中
の
交
通
事
故
は
、
減
点
や
反

則
金
等
、
行
政
上
・
刑
事
上
の
責
任
は
運
転
者

が
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
民
事
上
の
責
任

は
自
動
車
保
険
や
、
団
体
が
加
入
す
る
活
動

保
険
等
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
。保
険
に
つ
い

て
、
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

マ
イ
カ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
合
も
、
自

動
車
の
対
人
賠
償
保
険
で
利
用
者
の
ケ
ガ
等

は
補
償
で
き
る
こ
と
や
、
乗
車
中
よ
り
車
外

で
の
転
倒
事
故
の
ほ
う
が
多
い
こ
と
も
、
意

外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
や
運
転
者
の
ケ
ガ
等
に
備
え
て
団
体

が
加
入
す
る
傷
害
保
険
が
あ
る
の
で
、
負
担

の
軽
減
の
た
め
に
も
加
入
す
る
の
が
よ
い
。

　

ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
搭
載
、

事
故
を
防
止
す
る
研
修
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

等
、
安
全
で
安
心
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ

す
取
り
組
み
が
、
不
安
を
軽
減
さ
せ
る
た
め

に
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。
国
土
交
通
省
に
お

い
て
も
、
新
た
な
保
険
商
品
の
検
討
が
始

ま
っ
て
い
る
と
聞
く
。
活
動
に
必
要
な
保
険

料
を
市
町
村
が
補
助
す
る
動
き
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

N
P
O
法
人
　
全
国
移
動
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
略
称
‥
全
国
移
動
ネ
ッ
ト
）

「
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
出
か
け
ら
れ
る

社
会
の
実
現
」
を
め
ざ
し
、
平
成
10
年
設
立
、
平
成

18
年
法
人
化
。
福
祉
有
償
運
送
等
の
移
動
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
団
体
、
そ
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
、
研

修
実
施
機
関
等
1
7
0
余
り
が
加
盟
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
。
移
動
困
難
者
の
問
題
解
決
に
向
け
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
政
策
提
言
、
運
転
者
研
修
、

関
連
書
籍
の
発
行
等
を
行
っ
て
い
る
。

知っておきたい住民主体の移動支援特　集

表 2　 「道路運送法における登録又は許可を要しない
運送の態様について」国土交通省事務連絡（平
成 18年）

（1）‒1　 利用者からの給付が、任意の謝礼と認められる場合
（1）‒2　 利用する・しないに関わらず会費等が一律の場合
（2）‒1　 利用者からの給付が野菜や地域通貨など換金性が乏

しい財物などで行われる場合
（2）‒2　 ボランタリーなサービスを相互に提供し合う場合
（3）　　 利用者からの給付がガソリン代実費、道路通行料、

駐車料金（特定費用）のみの場合
（4）‒1　 市町村の事業として市町村の車両で実施されるなど、

利用者の負担がゼロの場合
（4）‒2　 自家輸送の場合
（4）‒3　 子どもの預かりや家事身辺援助等のサービスと一体

型の場合
（4）‒4　 利用者の所有車両で送迎を行う場合

登録・許可は不要
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太
子
町
は
、
人
口
1
万
3
6
1
1
人
、
世

帯
数
5
4
7
5
戸
、
高
齢
化
率
27
・
3
％
で

大
阪
府
の
南
東
部
に
位
置
す
る
約
4
キ
ロ
四

方
の
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で
あ
る
。
今

後
の
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
備
え
、
行

政
と
社
協
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
に
向
け
て
動
き
始

め
た
。

　

平
成
28
年
6
月
よ
り
、
行
政
と
社
協
が
自

治
会
へ
出
向
き
、「
地
域
づ
く
り
か
ら
の
支

え
合
い
勉
強
会
」
と
い
う
住
民
説
明
会
を
実

施
し
た
。
主
な
目
的
は
、
介
護
保
険
制
度
の

説
明
と
10
年
後
の
太
子
町
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
、
そ
し
て
太
子
町
の
将
来
を
考
え
て
く

れ
る
人
材
を
発
掘
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の

勉
強
会
を
き
っ
か
け
に
、
太
子
町
の
将
来
を

よ
り
深
く
考
え
た
い
メ
ン
バ
ー
で
研
究
会
を

立
ち
上
げ
、
そ
こ
か
ら
平
成
29
年
4
月
に
意

欲
の
あ
る
住
民
を
主
体
と
し
た
第
1
層
協
議

体
「
S
A
S
A
E
愛
太
子
」
が
発
足
し
た
。

　

同
時
に
、
勉
強
会
・
研
究
会
に
深
く
携

わ
っ
た
社
協
に
第
1
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
た
。
こ
の
第
1
層
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
協
議
体
の
事
務
局
は
行
政
が
担

い
、
町
直
営
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

と
も
に
総
合
事
業
を
推
し
進
め
て
い
っ
た
。

　

S
A
S
A
E
愛
太
子
は
「
互
助
」
の
強
化

を
目
的
と
し
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
と
な
る
資

格
要
件
は
「
地
域
づ
く
り
に
意
欲
が
あ
る
こ

と
」
の
み
で
あ
る
。
勉
強
会
、
研
究
会
で
検

討
し
た
「
集
い
の
場
・
交
流
サ
ロ
ン
」「
移

動
・
外
出
支
援
」「
買
い
物
支
援
」「
隣
近
所
、

町
会
の
活
性
化
」
を
地
域
の
課
題
と
し
て
検

討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
当
面
の
資
源
開
発
目
標
を
「
集

い
の
場
・
交
流
サ
ロ
ン
」「
移
動
・
外
出
支

援
」
に
絞
り
、
ま
ず
、
集
い
の
場
・
交
流
サ

ロ
ン
に
行
く
た
め
の
外
出
支
援
を
検
討
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
29
年
7
月
に
課
題
ご
と
の
専

門
的
な
検
討
会
議
「
移
動
・
外
出
支
援
を
考

え
る
円
卓
会
議
」（
以
下
、
円
卓
会
議
）
を
設

置
し
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

円
卓
会
議
に
お
い
て
総
合
事
業
の
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
D
（
以
下
、訪
問
D
）
を
検
討
す
る

際
に
は
、
移
動
・
外
出
支
援
が
単
な
る
送
迎

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
メ
ン
バ
ー
の
共
通

認
識
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
訪
問
D
は
、
タ

ク
シ
ー
や
バ
ス
と
い
っ
た
移
動
す
る
た
め
の

手
段
で
は
な
く
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
目
的

が
あ
る
か
ら
移
動
し
た
い
の
か
が
必
要
で
あ

り
、
対
象
者
に
と
っ
て
買
い
物
や
通
院
が
介

護
予
防
や
健
康
増
進
に
な
る
と
い
う
視
点
が

必
要
に
な
る
。
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し

た
円
卓
会
議
に
お
い
て
、
住
民
主
体
の
移
動

手
段
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
を
決
定

し
、
平
成
29
年
11
月
よ
り
実
際
に
訪
問
D
の

モ
デ
ル
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た（
図
1
参
照
）。

　

モ
デ
ル
事
業
は
、
太
子
町
の
人
口
規
模
や

地
域
性
を
考
え
、
シ
ン
プ
ル
で
実
施
団
体
の

事
務
的
な
手
続
き
が
少
な
く
、
煩
わ
し
さ
が

な
い
実
施
要
綱
と
し
た
。
対
象
団
体
は
、
す

で
に
自
主
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
団
体

で
、
①
高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
実
施
団
体
、
②

買
い
物
バ
ス
ツ
ア
ー
実
施
団
体
（
社
協
）、
③

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
活
動
実
施
団
体
（
老
人
ク

ラ
ブ
）、
の
性
格
が
違
う
3
団
体
を
選
定
し
た
。

①
③
は
個
人
の
車
両
、
②
に
つ
い
て
は
社
会

福
祉
法
人
の
車
両
を
使
用
し
て
の
運
行
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
運
行
に
関
す
る
補
助
対
象
経
費

は
運
送
に
関
わ
ら
な
い
部
分
で
あ
り
、
道
路

運
送
法
上
問
題
な
い
こ
と
は
事
務
局（
行
政
）

が
近
畿
運
輸
支
局
に
確
認
し
て
お
り
、
す
べ

て
が
訪
問
D
に
て
実
施
可
能
で
あ
っ
た
。
な

お
、
ガ
ソ
リ
ン
代
等
の
実
費
相
当
分
は
、
利

用
者
か
ら
自
己
負
担
分
と
し
て
お
り
、
徴
収

す
る
か
否
か
は
実
施
団
体
の
任
意
と
し
て
い

る
（
図
2
参
照
）。

　

太
子
町
は
、
交
通
の
便
が
い
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
が
、
特
に
不
便
な
町
で
も
な
い
。

車
に
乗
れ
る
の
で
あ
れ
ば
買
い
物
や
通
院
に

は
苦
労
の
な
い
町
で
あ
る
。
た
だ
、
近
年
は

高
齢
者
の
免
許
証
返
納
を
促
進
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
の
交
通
手
段

に
不
便
さ
を
感
じ
て
い
る
住
民
が
増
加
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

協
議
体
で
は
今
後
、
よ
り
柔
軟
な
考
え
で

課
題
に
取
り
組
み
、
住
民
が
思
い
描
く
将
来

像
を
具
現
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
住

民
同
士
が
助
け
あ
う
、
支
え
合
い
の
ま
ち
づ

く
り
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

住
民
と
と
も
に
つ
く
っ
た

移
動
手
段
の
カ
タ
チ

大
阪
府
・
太
子
町
社
会
福
祉
協
議
会

実
践
事
例
①

図 1　「移動・外出支援」　円卓会議での検討の課程

ステップ 2
（H29.8～9）
・事故対応等の
　検討
・モデル事業実
　施団体候補の
　絞り込み
・補助対象経費
　の検討

ステップ 1
（H29.7～8）
・課題・ニーズ
　の再調査
・フォーラムへ
　の参加
・先行事例視察

ステップ 3
（Ｈ29.10）
・モデル事業実
　施要綱検討・
　制定
　（H29.11.1施行）

ステップ 4
（H29.11～）
・モデル事業
　開始

図 2　太子町訪問型サービス Dモデル事業の概要

乗る前

【対象者】　　要支援 1・2、事業対象者（ケアプランチェックリストの該当者）
【利用回数】週 1回（1往復）まで
【実施団体】生活支援コーディネーターを配置する団体（①～③の 3団体）
【補助額】　　利用者 1人につき乗車前と降車後の付き添い等の支援それぞれ
　　　　　　1回当たり 300円。
　　　　　　➡往復 1,200円（300円×（乗車前 2回＋降車後 2回））
【自己負担】実施団体で任意設定
　　　　　　※モデル事業実施団体は自己負担なしで実施している

ここに
補助金

ここに
補助金

降りた後
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吉
見
町
は
、
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
て
い
る
東
西
約
7
㎞
、
南
北
約
8
㎞
、
総

面
積
38
・
63
㎢
の
町
で
、
町
の
大
部
分
は
平

野
部
で
あ
る
。人
口
は
、平
成
14
年
を
ピ
ー
ク

に
そ
の
後
は
出
生
数
と
転
入
者
の
減
少
な
ら

び
に
転
出
者
の
増
加
に
よ
り
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
る
。
現
在
の
人
口
は
1
万
9
4
4
9

人
で
高
齢
化
率
は
30
・
4
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

超
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ら
び
に
高
齢
者
世
帯

等
の
増
加
は
少
子
化
の
問
題
と
合
わ
せ
て
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
町
民
に
対
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
や
懇
談
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
住
民
か
ら
外
出
手
段
の
確
保
に
つ
い

て
の
要
望
が
あ
り
、
関
心
の
高
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
法
制
度
や
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
で
は

フ
ォ
ロ
ー
で
き
て
い
な
い
移
動
困
難
者
に

と
っ
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
送
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
を
考

え
た
結
果
、
埼
玉
県
の
「
地
域
さ
さ
え
あ
い

の
体
制
づ
く
り
事
業
」
助
成
制
度
を
3
年
間

活
用
し
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
社
協
が
事
務

局
と
し
て
移
動
困
難
者
救
済
を
目
的
と
す
る

外
出
支
援
の
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

事
業
実
施
に
は
、
送
迎
に
使
用
す
る
車
両

の
維
持
管
理
費
、
充
実
し
た
任
意
保
険
へ
の

加
入
な
ど
多
額
の
経
費
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、

4
年
目
以
降
に
つ
い
て
は
町
と
協
議
し
、
一
部

助
成
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。急
激
な
高
齢

化
と
核
家
族
化
に
よ
る
家
族
関
係
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
地
域
福
祉
の
実
践
と
し
て

各
関
係
機
関
と
調
整
し
、
事
業
を
実
施
し
た
。

　

町
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
と
は
以
前
か
ら
町

内
交
通
に
対
し
て
の
課
題
認
識
を
共
有
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、「
付
き
添
い
の
必
要
な
外

出
」
と
「
移
動
手
段
の
確
保
の
み
で
充
分
な

外
出
」
を
明
確
に
し
、
住
み
分
け
を
行
う
こ

と
で
、
互
い
の
対
象
者
に
対
し
て
競
合
す
る

こ
と
な
く
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
さ
さ
え
あ
い
付
添
送
迎
」
と
「
福
祉
有
償

運
送
」
を
ど
ち
ら
も
展
開
す
る
こ
と
で
、
町

内
の
交
通
網
の
利
用
が
難
し
い
住
民
を
ど
ち

ら
か
の
事
業
で
対
象
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
図
1
参
照
）
た
だ
し
、
対
象
者
に
つ
い
て
は

家
族
等
の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
環
境
で
か

つ
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な
方
と
し
、

家
族
間
の
い
わ
ゆ
る
“
自
助
”
の
部
分
を
尊

重
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
と
は
い

え
、
昨
今
、
家
族
関
係
の
希
薄
化
も
進
ん
で

お
り
、
事
務
局
に
は
世
帯
状
況
や
家
庭
環
境

に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
柔
軟
な
姿
勢
で
の

対
象
者
選
定
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
さ
さ
え
あ
い
付
添
送
迎
」
の
ほ
か

に
一
般
的
な
家
事
援
助
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
お
り
、
自
立
支
援
を
総
合
的
に

実
施
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
外
出
の
目
的
を

制
限
し
な
い
こ
と
で
外
出
の
機
会
を
多
く
創

出
す
る
こ
と
と
な
り
、
多
様
な
用
途
で
の
利

用
が
実
現
し
て
い
る
。

　

支
援
者
は
地
域
か
ら
広
く
募
り
、
自
身
の

経
験
や
特
技
を
生
か
せ
る
さ
さ
え
あ
い
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

活
動
に
は
1
時
間
あ
た
り
5
0
0
円
の
地
域

通
貨
を
謝
礼
と
し
て
発
行
し
、
町
内
で
消
費

す
る
こ
と
で
町
内
の
商
店
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
。
長
時
間
の
支
援
に
な
る
こ
と
が
多

い
か
ら
こ
そ
利
用
者
と
支
援
者
の
良
好
な
関

係
づ
く
り
は
重
要
で
あ
り
、
事
務
局
が
支
援

者
と
利
用
者
の
双
方
か
ら
充
分
な
聞
き
取
り

を
行
い
、
各
自
の
個
性
を
把
握
す
る
こ
と
で

最
適
な
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
調
整

し
て
い
る
。
初
回
の
顔
合
わ
せ
時
に
は
利
用

者
と
支
援
者
の
緊
張
感
や
抵
抗
を
緩
和
す
る

た
め
、
事
務
局
も
同
行
し
て
い
る
。

　

相
互
の
有
意
義
な
関
係
性
の
構
築
と
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
、
目
的
地
へ
送
り
届
け

る
だ
け
の
手
段
と
し
て
の
利
用
で
は
な
く
、

声
の
掛
け
方
や
受
け
答
え
、
乗
降
時
の
危
険

性
の
理
解
に
つ
い
て
、
外
部
か
ら
講
師
を
招

き
講
習
会
や
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
利
用

者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
お
互
い

の
関
係
を
深
め
ら
れ
る
の
か
を
サ
ポ
ー
タ
ー

間
で
情
報
を
共
有
し
、
よ
り
よ
い
支
援
が
行

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

特
に
、
通
院
時
に
は
病
気
や
ケ
ガ
に
対
し

て
の
心
配
や
不
安
が
つ
き
も
の
で
、
受
付
や

案
内
、
呼
び
だ
し
に
対
す
る
移
動
等
、
受
診
時

に
介
助
が
必
要
と
な
る
利
用
者
が
多
い
。だ
が
、

支
援
者
が
い
れ
ば
通
院
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
精

神
的
な
負
担
が
軽
く
な
り
、
肉
体
的
な
負
担

が
減
る
の
で
通
院
へ
の
抵
抗
が
な
く
な
る
。

　

ま
た
、
待
ち
時
間
に
傾
聴
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
有
意
義
な
外
出
の
機
会
と
し
て
発
想

を
転
換
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
増

加
す
る
利
用
者
に
対
応
で
き
る
支
援
者
の
確

保
と
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
で
き
る
知
識

や
も
の
の
見
方
、
考
え
方
な
ど
も
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
ひ
い
て
は
そ
れ
が
利
用
者
に

と
っ
て
最
適
な
支
援
者
の
選
択
に
つ
な
が
る

と
期
待
さ
れ
る
。

　

気
軽
に
始
め
ら
れ
、
簡
単
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
活
動
の
一
方
、
特
別
な
資
格
や

経
験
が
必
要
で
な
い
た
め
、
支
援
の
内
容
に

個
人
差
や
主
観
が
入
り
や
す
い
と
い
う
懸
念

も
あ
る
。
質
の
向
上
や
充
実
の
た
め
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
講
座
の
受
講
、
定
例
会
で
の
支
援

者
間
の
情
報
共
有
は
欠
か
せ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
支
援
者
を
固
定
し
、
利
用
者
と

の
関
係
性
を
長
期
間
維
持
す
る
こ
と
で
、
よ

り
深
く
緊
密
に
生
活
に
関
わ
り
、
困
り
ご
と

や
不
安
を
早
期
に
発
見
で
き
る
よ
う
問
題
解

決
の
た
め
の
ア
ン
テ
ナ
役
も
担
っ
て
も
ら
え

る
。
家
族
の
よ
う
な
視
点
に
ま
で
発
展
す
る

こ
と
も
あ
り
、
将
来
起
こ
り
う
る
生
活
課
題

も
把
握
で
き
、
適
切
な
支
援
を
実
施
す
る
こ

と
や
危
険
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
可

能
と
な
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、生
活
の
多
様
化
に
伴

う
ニ
ー
ズ
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
。
多
彩
な
支

援
者
の
養
成
と
と
も
に
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
支

援
者
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

知っておきたい住民主体の移動支援特　集

外
出
で
拡
が
る
笑
顔
の
輪

共
助
の
出
会
い
が
笑
顔
を
生
む

埼
玉
県
・
吉
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

実
践
事
例
②

図 1　2つの外出支援の概要

ささえあい付添送迎

福祉有償運送

【対象者】　　自力外出不可の非認定者
　　　　　　（下記の福祉有償運送の対象者以外の者）
【支援者】　　ささえあいサポーター
【利用料金】チケット制、30分当たり 300円

【対象者】　　要支援・要介護・障がい・
　　　　　　介護予防事業対象者
【支援者】　　運転協力者
　　　　　　（福祉有償運送運転者講習修了者）
【利用料金】①30分当たり 700円＋
　　　　　　②1 km当たり 20円の合計
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表
1
の
シ
ー
ト
は
、
第
4
回
（
N
o
・

3
0
9
．
2
0
1
7
年
8
月
号
）
で
事
例
と

し
て
挙
げ
た
A
社
協
の
地
域
福
祉
を
担
う

C
2
・
C
1
職
員
共
通
の
人
事
考
課
シ
ー
ト

を
一
部
加
工
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
シ
ー
ト

か
ら
、
各
社
協
で
人
事
考
課
シ
ー
ト
を
作
る

上
で
の
考
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
み
て
い
き
ま
す
。

　

業
務
活
動
実
績
は
前
工
程
・
実
行
段
階
・

後
工
程
・
＋
α
を
基
本
に
組
み
立
て
て
い
き

ま
す
の
で
、
仕
事
が
違
え
ば
そ
の
工
程
も

違
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
事
例
は
地
域
福
祉
に

携
わ
る
下
位
等
級
の
職
員
で
す
が
、
A
社
協

で
は
こ
の
他
に
も
シ
ー

ト
が
あ
り
、
第
4
回
で

示
し
た
等
級
体
系
図
の

区
分
毎
に
職
種
別
・
等

級
別
に
作
り
ま
し
た
。

作
り
方
と
し
て
は
、
ま

ず
各
職
種
の
下
位
等
級

を
作
成
し
、
上
位
に
行

く
ほ
ど
仕
事
の
範
囲
が

広
が
る
特
徴
が
あ
る
の

で
、
下
位
層
に
何
が
プ

ラ
ス
さ
れ
る
の
か
を
考

え
て
追
記
し
ま
す
。

　

た
だ
、
管
理
職
ク
ラ

ス
に
な
り
ま
す
と
、
業

務
範
囲
が
広
く
、
項
目

が
多
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
組
織
の
人
事
面
と
し
て
「
法
人
運

営
」「
管
理
監
督
」「
人
材
育
成
」「
評
価
実
施
」

「
規
律
維
持
」
を
、業
務
推
進
管
理
と
し
て「
計

画
立
案
・
遂
行
管
理
」「
課
題
解
決
」「
業
務
適

正
化
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）」「
部
門
間
連
携

調
整
」「
補
佐
代
行
」
あ
た
り
の
項
目
で
取
り

ま
と
め
る
の
が
妥
当
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、事
例
で
は
C
2
と
C
1
で
は
行
っ
て

い
る
業
務
内
容
が
同
じ
な
の
で
共
通
シ
ー
ト

に
し
ま
し
た
が
、⑥
に
述
べ
る
評
価
ウ
ェ
イ
ト

を
変
え
る
こ
と
で
違
い
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ー
ト
で
は
、
仕
事
へ
の
取
り
組
み

姿
勢
を
「
積
極
性
」「
規
律
性
」「
協
調
性
」

「
責
任
感
」と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
四
つ
の
意
欲

①�

仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
の
評
価

要
素
は
職
種
別・
等
級
別
が

基
本

②�

意
欲
態
度
は
職
種
・
等
級
ご

と
に
共
通
で
よ
い

人
事
・

　
　
　
労
務
管
理

社
協
の
質
を
向
上
さ
せ
る

第7回
• 連 載 •

綱
川
労
務
管
理
セ
ン
タ
ー
／H

RM
‒LIN

KS C
o.,Ltd.

人
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
社
会
保
険
労
務
士
　
　
　
　

綱
川
　
晃
弘

評
価
制
度
⑵

　
今
回
は
、
具
体
的
な
人
事
考
課
の
シ
ー
ト
の
事
例
を
み
な
が
ら
、
人

事
考
課
シ
ー
ト
を
作
る
上
で
の
考
え
方
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

表 1　A社協の人事考課シート（地域福祉担当）

所属 級 役職 氏名 印

印

1．業務活動実績考課

2．意欲態度考課

人事考課シート 年度　下半期

1 次考課者 C2・C1地域支援担当

業
務
活
動
実
績

アウトリーチ 自分の担当校区の自治協議会、自治会、民生委員、NPO、ボランティアグループ、福祉関連
事業所、病院など、定期的に巡回し、有益な情報を収集していたか。 5-4-3-2-1 5-4-3-2-1

フェイスシート
等の整備

担当校区のアセスメントを行い、地域の社会資源を始めとした情報を「フェイスシート」「業
務遂行計画」「月別行動計画」として最新の情報で整備することはもとより、解決案の策定
は的確なものであったか。

5-4-3-2-1

2 次考課者

自己評価 考課者評価

苦情・
トラブル対応

現場での苦情・トラブルに関しては、組織上の立場を考えた行動で、タイミングを逃さず、的確に対応
したか。また、対応できないと判断した場合は、速やかに上位者に報告をし、指示を仰いだか。 5-4-3-2-1 5-4-3-2-1

担当校区を越えた
課題解決

本来の守備範囲である担当校区を越えて、市全体で捉えなくてはならない課題を見つけて、
上位者の支援のもと課題解決へ向けて協働していたか。 5-4-3-2-1 5-4-3-2-1

5-4-3-2-1

地域福祉
活動実践

担当校区のフェイスシートの解決策に基づいて、校区社協や自治協議会、自治会、民生委員、NPO、ボ
ランティアグループなどの活動内容を把握し、それらの機関に対しての提案件数や内容を質量ともに十
分に行うことはもちろんのこと、実践にあたって、協働した取り組みを行っていたか。困難事例等がで
てきた場合は、行政、他の機関の専門職との連絡調整は的確に行い、課題解決を行っていたか。

5-4-3-2-1 5-4-3-2-1

人脈形成 担当校区の課題解決に限らず、先駆的な取り組みも視野に入れた課題解決を目指して、必要
な専門機関、学識者等の人脈を広げ、リスト化すると共に、課題解決に関わってもらったか。 5-4-3-2-1 5-4-3-2-1

報告・連絡・
相談・提案

上位者への業務に関する報告・連絡・相談を的確にタイミングを逃さず行うとともに、事業の
効率性や評価に対するコスト意識を持った提案を行ったか。 5-4-3-2-1 5-4-3-2-1

考課点小計①
記録・保管
守秘義務

記録類は適切な表現で洩れなく記録しているのはもちろんのこと、必要な書類をいつでも取
り出せるように適切に保管していたか。記録類については個人情報として取り扱い、関係者
以外が閲覧できないようにするなど適切に保管・取り扱いをしたか。

3 - 2 - 1 3 - 2 - 1 38

考課点小計②

15

規律性 ルール遵守 職場上の立場を自覚し、就業規則等諸規定やマニュアル等を遵守して、上位者の指示に
従い業務に取り組んだか。 3-2.5-2-1.5-1 3-2.5-2-1.5-1

秩序維持 自己管理を徹底し、勤務シフトに支障をきたさないように業務の秩序維持に努めていたか。

自己評価 考課者評価

積極性
自己啓発 自己の技能や知識の向上のため、自己啓発に取り組んでいたか。

3-2.5-2-1.5-1 3-2.5-2-1.5-1
臨機対応 言われたことをやるだけでなく、常にプラス・アルファの機転を利かせて仕事に取り組んでいたか。

協調性
チームワーク 職場内において、お互いに仕事の協力を行い、チームワークを心がけていたか。

3-2.5-2-1.5-1 3-2.5-2-1.5-1
率先協力 担当業務を果たした上で、同僚や上位者に進んで協力していたか。

責任感
完遂努力 担当業務を途中で投げ出すことなく、最後までやり遂げるようにしていたか。

3-2.5-2-1.5-1 3-2.5-2-1.5-1社協職員としての行動 自分の担当業務かどうかに関わらず、常にセーフティーネット機能を担っているという意識を持って情報を把握し、上司に提供するようにしていたか。

（特筆すべき事項）

住民主体
住民主体 社協の認知度を高め、住民の理解や共感を得るように努め、積極的に地域に出向き、常に

住民参加・住民主体を意識して取り組んでいたか。
3-2.5-2-1.5-1 3-2.5-2-1.5-1

基本姿勢 顧客サービスという観点から接客マナーの基本を守り、当事者の主体性を尊重した対等な
関係を築けるよう取り組んでいたか。

考課点
小計②

評点（ウェ
イト×②）

業務活動実績考課 意欲態度考課 評点合計 最終成績

（特筆すべき事項）（特記事項）
※自己啓発（積極性）や住民主体において、
業務以外で行ったものがあれば、記入の
上、確認資料を提出してください。 （今後の指導方針） （今後の指導方針）

2 等級 上期又は下期

コメント

本人 第 1次考課者 第 2次考課者
※評価期間中の特記すべき事実やアピール
などを自由に記入してください。

（良かった点） （良かった点）

（改善点） （改善点）

1.44736842 38 55 3 15 45
ウェイト 考課点

小計①
評点（ウェ
イト×①）ウェイト

考課点
小計②

評点（ウェ
イト×②）

業務活動実績考課 意欲態度考課
1 等級

1.31579 38 50 3.3333 15 50
ウェイト 考課点

小計①
評点（ウェ
イト×①）ウェイト

総務課で計算の上、
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と
、
社
協
と
し
て
必
要
な
「
住
民
主
体
」
の

側
面
で
考
課
し
て
い
ま
す
。
こ
の
意
欲
態
度

考
課
は
、
職
種
・
等
級
ご
と
に
共
通
の
内
容

で
よ
い
と
考
え
ま
す
。

　

考
課
要
素
名
だ
け
で
は
、
考
課
者
に
よ
る

捉
え
方
の
違
い
が
出
ま
す
の
で
、
説
明
文

（
着
眼
点
）は
記
載
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、考
課
期
間
の
実
績
を
み
る
の
で
、説
明
文

（
着
眼
点
）
は
過
去
形
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

事
例
に
あ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
社
協
の
大

切
な
考
え
方
で
す
が
、
A
社
協
で
は
「
自
分

の
担
当
校
区
の
自
治
協
議
会
、
自
治
会
、
民

生
委
員
、
N
P
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
、
福
祉
関
連
事
業
所
、
病
院
な
ど
、
定
期

的
に
巡
回
し
、
有
益
な
情
報
を
収
集
し
て
い

た
か
」
と
し
て
、
具
体
的
に
何
を
す
べ
き
か

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
記
載
に
あ
た
っ
て
注
意
す
べ
き
は
、

現
在
ど
う
や
っ
て
い
る
の
か
で
は
な
く
、
今

後
ど
う
し
て
も
ら
い
た
い
か
を
書
く
と
い
う

こ
と
で
す
。
評
価
を
通
し
て
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
等
に
す
る
た
め
に
も
、今
は
で
き
て
い
な

い
け
れ
ど
も
今
後
は
こ
う
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
記
載
し
て
、
評
価
を
通

し
て
職
員
を
導
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
己
評
価
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
被
考
課
者
に

自
己
評
価
を
し
て
も
ら
う
の
は
、
あ
く
ま
で

も
考
課
者
と
被
考
課
者
の
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
を

明
ら
か
に
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
接
を
有

効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
だ
と
考
え
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、こ
う
し
た
考
え
方
の
場
合
は
、自

己
評
価
は
考
課
結
果
に
は
反
映
さ
せ
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
あ
る
要
素
に
つ
い
て
本
人
は
が

ん
ば
っ
て
い
る
か
ら
5
点
と
つ
け
た
が
、
考

課
者
が
事
実
に
基
づ
い
て
考
課
し
た
と
こ
ろ

2
点
に
な
っ
た
場
合
は
、
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
大
き
い
の
で
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
接
で

よ
く
話
し
合
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

A
社
協
で
は
、
業
務
活
動
実
績
は
原
則

「
5
・
4
・
3
・
2
・
1
」
の
5
段
階
と
し
、

別
途
定
め
て
あ
る
別
表
で
は
「
3
」
が
ま
ず

ま
ず
と
い
え
る
仕
事
ぶ
り
と
な
り
、
4
以
上

が
良
好
な
仕
事
ぶ
り
、
2
以
下
が
不
十
分
な

仕
事
ぶ
り
と
定
義
し
て
い
ま
す
。た
だ
、業
務

活
動
実
績
の
「
記
録
・
保
管　

守
秘
義
務
」
と
、

意
欲
態
度
考
課
は
三
段
階
評
価
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
き
ち
ん
と
行
っ
て
当
然
と
い
う

考
え
か
ら
、
考
課
期
間
中
に
ミ
ス
や
違
反
が

な
か
っ
た
場
合
を
標
準
的
な
仕
事
ぶ
り
の

「
3
」
と
す
る
た
め
4
と
5
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
様
に
意
欲
態
度
考
課
も
、
こ
の
よ
う
な

姿
勢
で
取
り
組
む
こ
と
が
当
た
り
前
で
す
の

で
、「
問
題
は
な
く
、
指
導
す
る
必
要
が
全
く

な
い
」
が
標
準
の
「
3
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
意
欲
態
度
考
課
は
、「
2
」
の
定
義

が
「
取
組
意
欲
・
態
度
に
問
題
が
あ
り
指
導

を
す
る
必
要
が
あ
る
」
で
す
。
今
期
は
「
こ

こ
さ
え
問
題
な
け
れ
ば
3
が
つ
く
の
に
」
と

い
う
職
員
を
2
に
し
に
く
い
の
で
、「
3
・

2
・
1
」
の
三
段
階
を
基
本
と
し
て
、
3
と

2
、
2
と
1
の
間
に
2.5
と
1.5
を
設
定
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
全
て
の
項
目
を
5
段
階
評

価
に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
定
義
も
考
え

な
が
ら
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

等
級
に
よ
り
、
ど
の
考
課
要
素
を
重
視
す

る
か
は
異
な
り
ま
す
。
意
欲
態
度
は
、
上
位

等
級
で
は
身
に
つ
け
て
い
る
の
は
当
然
で
す

か
ら
、
そ
れ
よ
り
も
業
務
活
動
実
績
を
重
視

す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
等
級
ご
と
に
ど

の
考
課
要
素
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
く
か
、

1
0
0
点
満
点
の
テ
ス
ト
で
い
え
ば
業
務
活

動
実
績
と
意
欲
態
度
を
そ
れ
ぞ
れ
何
点
配
点

と
す
る
か
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

事
例
で
は
、
2
等
級
で
は
業
務
活
動
実
績

55
点
・
意
欲
態
度
45
点
、1
等
級
で
は
業
務
活

動
実
績
50
点
・
意
欲
態
度
50
点
と
し
て
い
ま

す
。
考
課
の
項
目
数
は
シ
ー
ト
ご
と
に
違
い

ま
す
の
で
、
項
目
数
に
応
じ
て
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
い
た
配
点
に
な
る
よ
う
に
ウ
ェ
イ

ト
を
設
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
す
る
こ
と
で
全
員
が
1
0
0
点
満
点
で
の

点
数
が
出
る
こ
と
と
な
り
、
次
に
述
べ
る
評

価
成
績
の
確
定
の
際
に
判
定
が
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

コ
メ
ン
ト
欄
と
し
て
単
に
枠
だ
け
を
作
る

の
で
は
な
く
、
A
社
協
で
は
「
よ
か
っ
た
点
」

「
改
善
点
」「
特
筆
す
べ
き
事
項
」「
今
後
の
指

導
方
針
」
と
い
う
欄
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
区
分
を
作
る
こ
と
で
、
考
課
者
ご
と

に
書
く
内
容
に
ば
ら
つ
き
が
出
ず
、
評
価
後

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
接
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
事
考
課
シ
ー
ト
は
道
具
で
す
の
で
、
当

然
使
い
方
が
あ
り
ま
す
。
考
課
者
が
共
通
認

識
と
し
て
正
し
い
使
い
方
を
理
解
し
、
使
い

こ
な
す
こ
と
で
評
価
が
正
常
に
機
能
し
ま
す

か
ら
、
道
具
の
取
り
扱
い
方
法
も
作
っ
て
お

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
考
課
者
が
勝
手

に
考
課
し
て
い
て
は
、
考
課
対
象
者
に
対
し

て
失
礼
で
す
し
、
評
価
制
度
自
体
へ
の
信
頼

を
損
ね
、
機
能
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

人
事
考
課
の
成
績
確
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

は
ど
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
か
と
い
う

と
、
考
課
者
が
事
実
を
捉
え
る
段
階
、
そ
の

事
実
に
基
づ
き
考
課
し
点
数
化
す
る
段
階
、

全
て
の
職
員
の
点
数
が
出
た
後
、
S
・
A
・

B
・
C
・
D
と
い
っ
た
最
終
的
な
成
績
評
価

を
確
定
す
る
段
階
が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

③�

考
課
要
素
の
着
眼
点
を
記
載

④�

自
己
評
価
の
意
味
を
明
確
に

す
る

⑤�
考
課
の
段
階
を
考
え
て
設
定

す
る

⑥�

評
価
ウ
ェ
イ
ト
の
設
定
と
は

⑦�

コ
メ
ン
ト
欄
の
工
夫
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権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
と
生
活
困
窮

窓
口
を一体
的
に
受
け
る
総
合
相
談

窓
口
を
開
設

　

鹿
角
市
社
協
は
平
成
27
年
度
よ
り
、
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
成
年
後
見
制
度

を
一
体
的
に
推
進
す
る
「
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
」
の
機
能
と
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
（
自
立
相
談
支
援
事
業
と
家
計
相

談
支
援
事
業
を
受
託
）
の
窓
口
機
能
を
あ

わ
せ
も
つ
「
ふ
く
し
総
合
相
談
窓
口
」
を

設
置
し
た
。
窓
口
へ
の
相
談
は
同
居
し
て

い
る
家
族
の
介
護
の
こ
と
や
、
金
銭
管
理

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
、
遠
方
に
住
ん

で
い
る
親
族
の
日
常
的
な
支
援
の
相
談
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
、
平
成
28
年
度
で

5
5
4
件
（
前
年
度
比
43
件
増
）
だ
っ
た
。

そ
れ
と
は
別
に
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
に
関
す
る
相
談
件
数
が
4
5
4
件

（
前
年
度
比
1
1
9
件
増
）
で
、
初
年
度
と

比
較
し
て
増
加
し
て
い
る
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
鹿
角
市
社
協
と
法
テ

ラ
ス
鹿
角
法
律
事
務
所
（
以
下
、
法
テ
ラ

ス
）、
高
齢
・
障
害
・
健
康
・
子
育
て
・
生

活
保
護
な
ど
の
福
祉
行
政
機
関
が
同
じ
市

の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
こ
と
を

生
か
し
た
、
多
機
関
が
連
携
し
た
支
援
体

制
で
あ
る
。

　
「
特
に
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上

げ
に
は
、
平
成
26
年
9
月
に
開
設
さ
れ
た

法
テ
ラ
ス
の
存
在
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て

い
ま
す
」
と
、
法
人
運
営
部
門
課
長
補
佐

の
浅
水
さ
ん
。

　

法
テ
ラ
ス
は
、
当
初
市
役
所
の
本
庁
の

周
辺
の
建
物
の
な
か
に
開
設
さ
れ
る
構
想

だ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
は
弁
護
士
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
住
民
の
福
祉
的
課
題

も
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
テ

ラ
ス
よ
り
、
福
祉
行
政
機
関
と
社
協
が
集

ま
っ
て
い
る
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開

設
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
意
見
が
出
た
。

　

鹿
角
市
社
協
と
し
て
も
、
利
用
者
本
人

の
意
思
に
基
づ
く
「
契
約
」
で
あ
る
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
で
対
応
で
き
る
範
囲

に
限
界
が
あ
り
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
法
テ
ラ
ス
が
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
さ
れ
る
こ
と
な
り
、

こ
れ
を
機
に
鹿
角
市
社
協
か
ら
も
法
テ
ラ

ス
に
積
極
的
な
は
た
ら
き
か
け
を
し
た
。

そ
の
結
果
、
法
テ
ラ
ス
か
ら
鹿
角
市
社
協

が
法
人
後
見
を
受
任
す
る
こ
と
を
す
す
め

ら
れ
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
で
は
対

応
が
困
難
な
方
へ
の
成
年
後
見
制
度
へ
の

円
滑
な
移
行
の
受
け
皿
と
し
て
、
法
テ
ラ

ス
の
協
力
も
得
な
が
ら
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
と
成
年
後
見
制
度
を
一
体
的
に
推

進
す
る
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ

を
め
ざ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
鹿
角
市
社
協
で
は
ち
ょ
う
ど
同

じ
時
期
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

受
託
に
向
け
た
準
備
を
し
て
い
た
。
本
制

度
の
対
象
者
に
も
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

の
対
象
者
と
同
じ
く
判
断
能
力
が
低
下
し

て
い
る
相
談
者
が
い
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
先
述
の
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
に
加
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
相

談
を
受
け
付
け
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
の
窓
口
機
能
も
備
え
た
総
合
相
談
支

援
の
窓
口
が
必
要
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、

鹿
角
市
社
協
の
組
織
を
再
編
し
、
総
合
相

談
機
能
を
担
う
相
談
支
援
部
門
が
新
た
に

設
置
さ
れ
、「
ふ
く
し
総
合
相
談
窓
口
」
の

看
板
を
掲
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

生
活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
な
ら
び
に
権

利
擁
護
を
目
的
と
し
た
総
合
相
談
窓
口
の

開
設
に
つ
い
て
は
平
成
26
～
30
年
度
の
第

三
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
も
明
記
さ
れ

て
お
り
、
当
時
か
ら
の
課
題
と
し
て
鹿
角

市
社
協
の
な
か
で
意
識
さ
れ
て
い
た
。

日
常
的
に
行
政
や
法
テ
ラ
ス
と
の

連
携
を
す
す
め
る

　
「
相
談
に
来
ら
れ
る
方
の
な
か
に
は
、

債
務
整
理
が
必
要
な
方
も
多
く
、
弁
護
士

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
自
己
破
産
等
に

つ
い
て
は
抵
抗
感
の
あ
る
方
も
多
い
で
す

が
、
そ
の
必
要
性
や
今
後
の
生
活
に
つ
い

て
弁
護
士
か
ら
本
人
に
説
明
し
て
も
ら
う

方
が
納
得
し
て
も
ら
え
る
場
合
も
あ
り
ま

す
」
と
浅
水
さ
ん
。

　

金
銭
管
理
の
た
め
、
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
を
利
用
し
て
い
た
ひ
と
り
暮
ら
し

社協活動
最前線
鹿角市
社会福祉協議会

多機関と連携・協働して
総合相談支援体制を構築

鹿角の夏を豪華な祭り屋台が華麗に練り歩く「花輪
ばやし」は、平安末期から受け継がれており、地元
の幸
さきわい

稲荷神社に奉納される祭礼ばやしとして、京都
の祇園ばやし、神田明神ばやしとともに日本三大ば
やしのひとつとされている。平成28年「山・鉾

ほこ

・
屋台行事」のひとつとしてユネスコ無形文化遺産登
録された。このほかに、1月2日に行われる1300
年の歴史を持つ大

おお
日
ひ
霊
るめ
貴
むち
神社の「大

だい
日
にち
堂
どう
舞
ぶ
楽
がく
」もユ

ネスコ無形文化遺産に登録されており、歴史と伝統
に彩られるまちである。

鹿角市社協では、医療・福祉・司法といった多職
種との連携を図りながら、日常生活自立支援事業
から成年後見制度への円滑な移行をすすめる権
利擁護体制を構築している。また、生活困窮者自
立支援制度も受託しており、総合相談窓口である
「ふくし総合相談窓口」を開設している。多機関
と連携しながら、地域福祉の中枢を担う社協の
取り組みを取材した。

社協データ
【地域の状況】（平成29年7月末現在）
人　　口　　31,819人
世 帯 数　　13,129世帯
高齢化率　　37.66％

【社協の概要】（平成29年4月1日現在）
理　　事　　15人
評 議 員　　27人
監　　事　　  3人
職 員 数　　27人（正職員10人、嘱託・臨時職員 
7人、訪問介護員8人、移送サービス契約運転手2人）

【主な事業】
⃝�地域福祉推進部門　・小地域ネットワーク事業　・生活
支援体制整備事業　・日常生活支援サービス（移送サー
ビス・介護機器無料貸出）　・ボランティア活動推進事業
（初心者講習会、福祉授業、除雪ボランティア） 
・福祉活動啓蒙事業（福祉大会、元気フェスタ、広報）

⃝�相談支援部門（ふくし総合相談）　・生活困窮者自立相談
支援・家計相談支援事業　・権利擁護センター事業（日
常生活自立支援事業・成年後見制度法人後見事業）

⃝�介護支援部門（介護の相談・介護サービス）・居宅介護支
援事業　・介護保険訪問介護　・障害福祉サービス事業
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の
若
年
性
認
知
症
の
男
性
は
、
本
人
に
借

金
も
あ
る
な
か
で
認
知
症
が
進
行
し
、
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
で
は
対
応
が
困
難

と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
親
族
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
弁
護
士
が
申
し
立
て
手
続
き
を

代
行
し
た
。
そ
の
後
、
家
庭
裁
判
所
か
ら

鹿
角
市
社
協
に
後
見
人
の
依
頼
が
あ
り
、

鹿
角
市
社
協
が
法
人
後
見
を
受
任
し
、
支

援
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

借
金
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
本
人
に
代

わ
り
鹿
角
市
社
協
が
自
己
破
産
手
続
き
を

弁
護
士
に
依
頼
し
、
財
産
管
理
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
成
年
後
見
の
申
し
立
て

や
、
そ
の
後
の
債
務
整
理
等
の
専
門
的
な

法
律
知
識
が
必
要
な
部
分
は
法
テ
ラ
ス
が

支
援
し
、
相
談
者
の
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
か
ら
成
年
後
見
制
度
へ
の
移
行
の
な

か
で
の
生
活
支
援
等
は
鹿
角
市
社
協
が
一

貫
し
て
担
う
な
ど
、
連
携
し
な
が
ら
、
切

れ
目
の
な
い
よ
う
に
支
援
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
相
談
を
受
け
る
な
か
で
、
生
活

保
護
の
受
給
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
ケ
ー

ス
の
場
合
は
、
た
ら
い
ま
わ
し
に
な
ら
な

い
よ
う
、
そ
の
場
に
市
の
担
当
者
を
呼
び
、

一
緒
に
相
談
者
の
話
を
聞
く
。

　

ほ
か
に
も
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
の
支
援
調
整
会
議
で
は
行
政
担
当
者
と

法
テ
ラ
ス
の
弁
護
士
に
も
加
わ
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
事
務
局
と
す
る
「
か
づ
の
多
職
種

連
携
を
す
す
め
る
会
」
を
開
催
し
、
市
内

の
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
等
の
関
係
者
が

集
ま
っ
て
、
自
主
的
な
勉
強
会
も
実
施
し

て
お
り
、
日
常
的
に
市
内
の
関
係
機
関
と

連
携
を
す
す
め
て
い
る
。

　

鹿
角
市
役
所
に
は
保
健
師
以
外
は
福
祉

の
有
資
格
者
の
採
用
枠
が
な
い
た
め
、
福

祉
分
野
に
つ
い
て
は
意
見
を
求
め
ら
れ
た

り
、
各
種
研
修
へ
の
講
師
と
し
て
鹿
角
市

社
協
職
員
が
招
か
れ
た
り
す
る
こ
と
も
多

い
と
い
う
。
行
政
の
職
員
は
異
動
が
多
く
、

こ
れ
ま
で
の
支
援
に
つ
い
て
の
引
き
継
ぎ

が
う
ま
く
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、

支
援
の
継
続
性
を
社
協
が
担
保
す
る
な
ど
、

鹿
角
市
社
協
は
地
域
の
福
祉
の
中
枢
を

担
っ
て
い
る
。

　

平
成
26
～
30
年
度
の
第
三
期
地
域
福
祉

活
動
計
画
の
策
定
の
時
期
に
は
、
行
政
か

ら
第
一
期
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
の
相
談

が
あ
り
、
合
同
作
業
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

検
討
を
す
す
め
て
策
定
し
た
。

　

合
同
の
作
業
委
員
会
は
、
1
か
ら
考
え

直
す
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
あ
る
鹿
角

市
社
協
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
委

員
会
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
機
能
さ
せ
た
。

　

一
方
で
、
住
民
向
け
の
福
祉
ニ
ー
ズ
等

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
行
政
が
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
計
画
に
落
と
し
こ
む
な
ど
、
ス
ム
ー

ズ
に
各
計
画
を
一
体
的
に
策
定
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
日
頃
の
連
携
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
が
明
確
に
で
き
て

い
た
か
ら
こ
そ
だ
ろ
う
。

寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
複
雑
化
に

と
も
な
う
出
口
支
援
の
難
し
さ

　

近
年
は
、
住
民
の
抱
え
る
課
題
が
複
雑

か
つ
多
様
化
し
て
い
る
。
寄
せ
ら
れ
る
相

談
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
絡
み
合
っ
て
い

る
こ
と
が
多
く
、「
ふ
く
し
総
合
相
談
窓

口
」
は
相
談
支
援
の
入
口
と
し
て
は
機
能

し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
支
援
に
つ
な
げ

る
社
会
資
源
が
不
足
し
て
お
り
、
支
援
員

が
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。
出

口
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
今
後
、
積
極

的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
課
題
と
し
て
認
識
し

な
が
ら
具
体
的
な
対
応
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
ひ
き
こ
も
り
へ
の
支
援
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
お
り
、
誰
で
も
気
軽
に
立
ち

寄
る
こ
と
の
で
き
る
「
居
場
所
づ
く
り
」

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
れ
ら
の
課
題
の
対
応
は
、
地
域
に
あ

る
N
P
O
や
社
会
福
祉
法
人
と
の
さ
ら
な

る
連
携
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
と
い
う
。

社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て

断
ら
な
い
相
談
支
援
を
め
ざ
す

　
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
生
活
支

援
員
の
育
成
等
、
職
員
が
専
門
性
を
高
め

る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
何
よ
り
も
、
社

協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
機
関
・
職
種
と
連
携
を
す
る
こ
と
で

支
援
の
網
目
を
細
か
く
し
、
相
談
者
が
こ

ぼ
れ
お
ち
る
こ
と
の
な
い
支
援
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
行
政
・
社
協
・
法
テ
ラ
ス
等
の
支
援

に
関
わ
る
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ

い
て
き
ち
ん
と
認
識
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
支
援
調
整
会
議
や
勉
強
会
の
際
に

も
、
行
政
や
法
テ
ラ
ス
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的
に
そ
れ
ぞ

れ
が
取
り
組
む
べ
き
範
囲
は
ど
こ
ま
で
な

の
か
を
認
識
し
、
役
割
が
把
握
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
」
と
浅
水
さ
ん
は
話
す
。

　

今
後
は
、
住
民
に
「
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
き
は
、
社
協
に
行
け
ば
何
と
か

な
る
」
と
、
自
然
と
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
場
所
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

住
民
向
け
に
広
報
等
を
強
化
し
て
い
く
予

定
だ
。

鹿
か

角
づの

市
し
（秋田県）

鹿角市は秋田県北東部にあり、青森県、岩手県の北東北3県のほぼ中央に位置している。かつては日本屈指の銅山「尾去沢鉱山」をはじめと
する鉱業が盛んな地域であった。十和田八幡平国立公園をはじめとする自然と、花輪ばやしや大湯環状列石など有形無形の歴史文化遺産が数
多くあり、独自の文化を育んでいる。また、スキーと駅伝が盛んな伝統と恵まれた施設環境を活かし、全国規模のスポーツ大会、合宿の誘致
を進めるとともに、競技レベルの向上を図ることで、市の認知度アップとにぎわい創出ならびに地域活性化を目指している。

ふくし総合相談窓口担当の皆さんと法テラス鹿角事務所の皆さん。
写真左上が浅水課長補佐。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
半
が
経
過
し
た

現
在
、
建
設
予
定
だ
っ
た
災
害
公
営
住
宅
28

か
所
が
今
年
の
1
月
に
全
て
完
成
し
、
9
月

末
で
入
居
率
が
9
割
と
な
っ
た
。
入
居
者
が

少
な
く
な
っ
た
仮
設
住
宅
は
、
解
体
計
画
が

徐
々
に
動
き
始
め
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
今
後

の
再
建
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
な
い
方
、
公

営
住
宅
に
転
居
し
、
慣
れ
な
い
環
境
で
生
活

さ
れ
て
い
る
方
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
の

安
定
・
安
心
の
た
め
、
生
活
支
援
相
談
員
は

寄
り
添
い
に
よ
る
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　

生
活
支
援
相
談
員
の
配
置
は
、
避
難
所
か

ら
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
が
進
ん
だ
平
成
23
年

7
月
以
降
に
開
始
し
、
震
災
か
ら
半
年
後
の

9
月
に
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
生
活
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
被

災
し
た
方
が
少
し
ず
つ
元
の
生
活
を
取
り
戻

し
て
い
く
た
め
に
、
支
援
物
資
を
配
布
し
な

が
ら
訪
問
を
重
ね
、
被
災
者
の
想
い
に
寄
り

添
い
な
が
ら
生
活
上
の
困
り
ご
と
を
聴
き
、

専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
や
外
部
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
支
援
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
同
時
期
に
各
仮
設
住
宅
の
集
会
所

等
に
生
活
支
援
員
を
配
置
し
た
。
入
居
者
に

身
近
な
存
在
と
し
て
集
会
所
等
に
常
駐
し
、

ハ
ー
ド
面
の
苦
情
や
相
談
等
を
聞
き
、
そ
れ

を
生
活
支
援
相
談
員
が
巡
回
時
に
報
告
を
受

け
、
具
体
的
な
対
応
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
ま

ず
は
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
が
第
一

で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
生
活
支
援
員
の
配
置
は
平
成
25
年

3
月
末
に
終
了
し
、
以
降
は
自
力
再
建
や
公

営
住
宅
入
居
開
始
に
伴
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
を
基
に
移
行
す
る
た
め
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
増
員
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
各
仮
設
住
宅
で
毎
晩
の
よ

う
に
住
民
集
会
を
開
き
、
社
協
の
活
動
内
容

や
生
活
支
援
相
談
員
の
役
割
や
支
援
の
内
容

を
伝
え
た
。
そ
の
後
の
周
辺
地
域
を
含
め
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を
見
据
え
、
住
民
集
会

に
は
行
政
の
担
当
者
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
既
存
の
町
内
会
長
も
参
加
し
た
。
仮
設

住
宅
に
入
居
し
た
ば
か
り
で
隣
近
所
の
顔
が

わ
か
ら
な
い
と
い
う
生
活
環
境
の
な
か
で
、

社
協
が
中
心
と
な
っ
て
ゴ
ミ
だ
し
、
駐
車
場
、

集
会
所
等
の
活
用
等
の
住
民
同
士
の
ル
ー
ル

の
作
成
や
自
治
会
立
上
げ
の
支
援
を
行
っ
た
。

社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
と
し
て

　

震
災
発
生
当
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
を

改
め
て
振
り
返
る
と
、
生
活
支
援
相
談
員
は

地
域
支
援
の
段
階
が
徐
々
に
変
化
し
て
い
く

な
か
で
、
常
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
重
き
を
置

い
て
き
た
。

　

自
ら
地
域
に
出
向
き
、
困
り
ご
と
や
悩
み
、

そ
し
て
希
望
を
聞
き
、
そ
れ
を
活
動
に
つ
な

げ
て
き
た
。
住
民
か
ら
の
課
題
を
受
け
、
そ

の
都
度
住
民
集
会
を
開
き
、
住
民
同
士
が
話

し
合
う
場
を
設
け
た
。

　

公
営
住
宅
の
入
居
に
先
立
っ
て
、
建
設
予

定
地
の
既
存
町
内
会
長
や
仮
設
住
宅
自
治
会

長
と
の
情
報
交
換
会
を
開
催
。
さ
ら
に
、
住

民
交
流
活
動
促
進
の
た
め
、
他
地
区
で
の
事

例
を
紹
介
し
た
広
報
誌
の
発
行
等
に
取
り
組

ん
だ
。

　

こ
れ
は
、
今
、
目
の
前
に
あ
る
課
題
解
決

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
先
の
地
域

づ
く
り
の
た
め
の
支
援
で
あ
り
、
社
協
の
基

本
理
念
と
従
来
か
ら
の
役
割
そ
の
も
の
に
他

な
ら
な
い
。

み
や
こ
の
地
域
づ
く
り

　

公
営
住
宅
入
居
が
落
ち
着
き
始
め
た
今
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
促
進
の
た
め
の
入
居
者

ア
ン
ケ
ー
ト
や
懇
談
会
、
そ
し
て
新
た
な
ご
近

所
メ
ン
バ
ー
で
の
住
民
集
会
等
々
、
地
域
づ
く

り
の
支
援
を
し
て
い
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

　

地
域
づ
く
り
は
た
や
す
い
も
の
で
は
な
い

こ
と
は
身
に
染
み
て
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、

あ
の
未
曾
有
の
災
害
か
ら
生
ま
れ
た
絆
と
住

民
の
力
を
私
た
ち
は
信
じ
て
い
る
。
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
、
住
民
の
意
識
や
働
き
か
け

に
よ
り
、
互
い
に
気
に
か
け
合
う
関
係
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
の
課
題
は
支
援
者
側
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
。
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
、
住
民

と
と
も
に
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

連　載
第 7回

地
域
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市
社
会
福
祉
協
議
会
（
岩
手
県
）

公営住宅懇談会の様子
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　季節がまた一段とすすみ、一年で
一番日が短い時期となりました。我
が家では、冬至の日に柚子湯に入り
ました。途中、次男が浴槽のなかで
柚子をむいてしまうハプニングがあ
りましたが、香りが強くなりかえっ
て心地よかったです。
　さて、今回は最前線の取材で秋田

県の鹿角市社協へ伺いました。東北
新幹線に乗って盛岡をすぎたあたり
から、屋根に雪が積もっていて、と
ても寒かったですが、今はさらに寒
いのでしょうか。インフルエンザ等
がはやり始める時期となりました。
皆さんお身体にお気をつけください。
� （森）

『居宅サービス計画ガイドライン Ver. 2
～アセスメントから計画作成へのマニュアル付』

刊行のご案内

　介護支援専門員（ケアマネジャー）が「居宅介護サー
ビス計画（ケアプラン）」を作成するためのアセスメント
手法として、全国社会福祉協議会が開発した『居宅介護
サービス計画ガイドライン』の最新版が刊行されました。

　Ver. 2 は、2013（平成 25）
年 12 月に刊行した Ver. 1 に

「家族介護者の支援」の視点を
加え、アセスメントからケア
プラン原案を作成する際の実
務のサポートを目的とした

「マニュアル」を新たに書き起
こして改訂したものとなって
います。

主な内容
　○�居宅サービス計画と『居宅サービス計画ガイドライン』
　○�『居宅サービス計画ガイドライン』様式の使い方
　○アセスメントから計画作成へのマニュアル　など
　・社会福祉法人　全国社会福祉協議会　編
　・A4 判 313 頁
　・販売価格　2,160 円（本体 2,000 円・税別）
　・2017（平成 29）年 11 月 29 日発行

　全社協出版部受注センター（TEL 049-257-1080、
FAX 049-257-3111）、または「福祉の本出版目録」web
サイト（https://www.fukushinohon.gr.jp/）よりご購入
いただけます。

「第 13回権利擁護・虐待防止セミナー」
開催のお知らせ

テ ー マ：�地域共生社会の実現と権利擁護の推進 
～社会福祉制度改革の動向と地域における 
福祉・生活課題への取組～

　本セミナーは、福祉に携わる幅広い関係者・機関組織
が地域のなかでいかに連携・協働をはかり、地域の実情
に応じた包括的な権利擁護と支援活動を促進していくべ
きかを考察することを目的として開催します。

主　　催：社会福祉法人　全国社会福祉協議会
日　　時：平成 30 年 2 月 13 日（火）10：10 開会
会　　場：全社協・灘尾ホール（東京都千代田区）
対　　象：�社会福祉協議会（日常生活自立支援事業、成年

後見センター、生活困窮者支援事業関係部所）、
社会福祉法人・施設、民生委員・児童委員等

参 加 費：10,000 円
※権利擁護や虐待防止の動向や課題を掲載した『権利

擁護・虐待防止 2018』を当日配布します。

定　　員：200 名
締　　切：�平成 30 年 1 月 30 日（火） 

（定員になり次第締め切り）
内　　容：
　講演Ⅰ　�講師：川崎幸クリニック院長/認知症の人と

家族の会　副代表　杉山　孝博　氏
　講演Ⅱ　講師：毎日新聞論説委員　野澤　和弘　氏
　シンポジウム「�包括的な権利擁護と生活支援の取組に

資する連携・協働に向けて」

開催要綱や申込書等については、全社協ホームページ
「新着情報」11 月 30 日付をご覧ください。

問合せ先：
　全国社会福祉協議会政策企画部　広報室（佐藤、浄閑）
　TEL 03-3581-7889　FAX 03-3580-5721
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どのようなきっかけで現在の活動を始めたので
しょうか。

　学生時代は教員をめざしていたのですが、私の大学
には学校から対応が困難な児童生徒についての相談が
持ち込まれていました。そのうち、低学力が不登校の
要因とされた生徒宅に家庭教師として勉強を教えに
行っていたのですが、様々な家庭を受け持つうち、背
景に虐待やDV、貧困など家庭内の問題が影響を与え
ているケースに遭遇するようになりました。近年、核
家族化や地域のつながりの希薄化も手伝い、保護者が
悩みや問題を抱えたまま孤立していて、なかなか周囲
からの支援が得られません。一方、教員が学校から家
庭内の問題を把握すること自体が難しい上に、業務の
多忙化等から手を差し伸べる余裕がないのが現状です。
　当時は支援手法としての難易度の高さ等からアウト
リーチはタブー視されていましたが、カウンセリング
のみでのアプローチの限界を感じ、「これからは家庭
（環境）から支える仕組みが必要だ」と考え、平成
15年、卒業後すぐに有志を募りNPOを立ち上げま
した。支援ノウハウは学生時代の実践経験に基づくも
のが多く、これを公的支援として責任ある水準に高め
るため、教育学、社会学、臨床心理学の大学教授ら専
門家を中心に理事会を構成した他、従来の縦割り的枠
組では対応が困難な事例への対応を想定し、臨床心理
士、社会福祉士、教員免許取得者、保育士、キャリア
コンサルタント等、有資格者による多職種連携・協働
を重視した組織体制を整えました。

アウトリーチを行う際に大切にされているのはど
のようなことでしょうか。

　まずは、その子ども・若者の背景をきちんと知るこ
とですね。事前に本人について、家族や関係機関から

徹底的に情報を収集します。引きこもるなどして孤立
している子ども達の多くは、不遇な経験を重ねる中で
「どうせ自分のことなど誰もわかってくれない」と思
い込み心を閉ざしてしまっています。ですから、「こ
の人だったら…」と本人に思ってもらうため、「価値
観のチャンネルを合わせる」ことを重視しています。
本人が好きということを我々も好きと言える、興味関
心を持っているものに対して我々も積極的に関心が寄
せられる、といった価値観レベルの交流によって心を
開いてもらう手立ての一つとしています。従って、
ギャップが生じにくいお兄さん、お姉さん的アプロー
チを可能とするなど世代的条件も加味したマッチング
を行っています。

社協に対して期待をお聞かせください。

　社協の職員の方からはケースについてご紹介いただ
くなど日頃からご支援いただいています。
　社協の強みは、生活困窮者自立支援制度をはじめ、
さまざまな制度に携わっていることではないでしょう
か。また、実施主体としての社協だけでなく、地域福
祉活動計画を推進する中核組織という側面も持ってい
ます。地域福祉の推進にあたっては、地元のNPOな
どの育成も担っていただきたいと思います。地域の組
織には、自立するのがまだまだ難しいところもありま
すので、そういった団体の支援や関係機関のネット
ワークを構築して、地域の社会資源を拡充していただ
きたいと思います。
　われわれの目標は当初から「社会的孤立・排除を生
まない」、誰もが希望を抱ける地域社会を創ることです。
その理想を実現するため、今後も社協の皆さんとも連
携を図りながらセーフティーネットづくりに取り組ん
でいきたいと思っています。
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谷
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氏
特定非営利活動法人　
NPOスチューデント・
サポート・フェイス代表理事

「価値観のチャンネルを
合わせる」子ども・若者
へのアウトリーチ

　社会的孤立に陥り、自ら相談窓口に足を運ぶことがで
きない人への支援は容易なことではありません。今号で
は不登校、ひきこもりといった課題を抱える子ども・若
者に対し、アウトリーチ（訪問支援）を行っているNPO
スチューデント・サポート・フェイス代表理事の谷口仁
史さんにお話をうかがいました。

聞き手：全国社会福祉協議会　地域福祉部長　高橋良太
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